
建設部土木課

日頃は、市土木行政にご理解並びに市道等の地域保全
活動にご協力を頂き誠にありがとうございます。
近年、草刈り機使用時における事故が多く発生してお
ります。安全に十分注意して作業を行ないましょう。

①作業時の服装は、長袖・長ズボンとし、ゴ
ーグル・すね当て・ヘルメットなど適切な
保護具を装着しましょう。

②作業前に、周囲に他の作業者等がいないこ
とを確認しましょう。安全な作業のため 15ｍ以上離れて
作業しましょう。

③作業者から 5ｍ以内は危険区域です。この
区域には絶対に立ち入らないようにしまし
ょう。

④飛び石等の危険があります。歩行者や車両などに注意し
第三者への事故防止に努めましょう。

⑤必要に応じ監視員を配置しましょう。

⑥刈刃に絡まった草等を取り除く際は、必ず
エンジンを停止させてから行いましょう。

⑦障害物などに刈刃が接触した際に弾かれ
て起きるキックバック（刈刃の跳ね返り）
に注意しましょう。

⑧足場の悪い場所や急傾斜地での作業は、
鎌などの使用も検討しましょう。

1.作業時の注意点



2.草刈り機の特性・キックバックの危険性について

回転中の刈刃が樹木などの障害物に接触して、刈刃の

回転方向の反対側へ跳ね返ることをキックバックといい

ます。キックバックは、刈払機の正面から右 90°までの

刈刃の部分で起こりやすいので、この部 分に障害物を

接触しないようにしましょう。

正面から右 90°までの刈刃の部分が

障害物や地面に接触した瞬間に、刈刃

全体が反発し、刈払機ごと跳ね返され

ることがあります。（右図矢印方向）

正面から右刈幅約 1.5ｍ程度で右から左に操

作します。 刈り払った分だけ前進します。 先端から左側 1/3 部分で刈ります。

樹木などの

障害物


